
「
銀
に
触
れ
る
」は
、
広
島
市
立
大
学
と

公
民
館
と
の
共
催
で
開
催
さ
れ
た「
彫
金

（
貴
金
属
工
芸
）講
座
」を
き
っ
か
け
に
発

足
し
た
グ
ル
ー
プ
で
、
早
5
年
を
む
か
え

ま
し
た
。「
彫
金
」と
は
聞
き
な
れ
な
い
言

葉
で
す
が
、
も
っ
と
も
身
近
な
彫
金
と
し

て
は
、
指
輪
・
イ
ヤ
リ
ン
グ
な
ど
の
金
属
製

の
宝
飾
品
が
挙
げ
ら
れ
る
で
し
ょ
う
。
活

動
内
容
は
、
銀
や
銅
、
真
鍮
等
の
金
属
を

使
用
し
て
指
輪
な
ど
の
宝
飾
品
を
作
る
技

術
と
知
識
を
学
ん
で
い
ま
す
。カ
リ
キ
ュラ

ム
的
な
学
習
の
場
で
は

な
く
、
個
人
ご
と
が
作

り
た
い
宝
飾
品
に
合

わ
せ
そ
れ
ぞ
れ
に
適

し
た
技
術
を
学
び
、
作
品
を
製
作
す
る
個

別
学
習
に
近
い
ス
タ
イ
ル
を
と
って
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
個
人
が
最
も
作
り
た
い
、
学
び

た
い
内
容
を
自
由
に
学
ぶ
べ
き
と
言
う
講

師
の
意
向
か
ら
こ
の
よ
う
な
ス
タ
イ
ル
と

な
って
い
ま
す
。
貴
金
属
を
使
用
す
る
こ
と

や
、
材
料
代
や
手
道
具
で
造
る
彫
金
と
い

う
職
人
技
術
の
難
し
さ
な
ど
か
ら
会
員
の

負
担
も
大
き
い
で
す
が
、
現
在
5
人
の
会

員
で
、
毎
週
土
曜
日
の
午
後
3
時
〜
6
時

に
楽
し
く
活
動
を
し
て
い
ま
す
。
体
験
学

習
と
し
て
、
真
鍮
で
指
輪
を
作
る
こ
と
も

で
き
ま
す
の
で
、ご
興
味
の
あ
る
方
は
、

ぜ
ひ一度
お
越
し
く
だ
さ
い
。

こ
ん
に
ち
は
、「
合
唱
団
ぽ
っ
き
り
」で

す
！「
合
唱
団
ぽ
っ
き
り
」は
、
平
成
19

年
2
月
に
広
島
大
学
の
大
学
合
唱
団

O
B
・
O
G
を
中
心
に
結
成
さ
れ
た
合

唱
団
で
す
。
年
齢
層（
18
歳
〜
50
代
？
）、

職
業（
学
生
、
公
務
員
、
会
社
員
、
主
婦

…
）と
も
に
幅
広
く
、
様
々
な
経
験
を
持

つ
約
50
人
が
所
属
し
て
い
ま
す
。
個
々
人

の
異
な
る
背
景
が
歌
に
活
か
さ
れ
、ぽ
っ

き
り
全
体
と
し
て
よ
り
豊
か
な
演
奏
と

な
る
よ
う
に
毎
週
土
曜
日
の
午
後
6
時

か
ら
練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。

広
島
県
内
を
中
心
に
演
奏
を
披
露
し

て
い
ま
す
が
、
今
年
は
中
国
・
九
州
地
方

に
も
活
動
領
域
を
広
げ
て
演
奏
し
て
い
ま

す
。
そ
の
土
地
の

お
客
様
や
合
唱
団

の
笑
顔
と
情
熱
に

触
れ
る
こ
と
が
で

き
、
常
々
感
謝
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、

7
年
目
を
迎
え
た

今
年
、
年
に一度
の

合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
に

て
、
初
め
て
の
全

国
大
会
へ
の
切
符
を
手
に
し
、
11
月
に
は

千
葉
で
演
奏
し
ま
す
。
来
年
の
2
月
22
日

（
土
）に
は
、
定
期
演
奏
会「
ぽ
っ
き
り
コ
ン

サ
ー
ト
Ⅵ
」を
午
後
6
時
よ
り
安
芸
区
民

文
化
セ
ン
タ
ー
に
て
開
催
し
ま
す
。み
な

さ
ん
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

デ
ィ
キ
シ
ー
ラ
ン
ド
・
ジ
ャ
ズ
は

1
9
0
0
年
頃
ア
メ
リ
カ
は
ル
イ
ジ
ア
ナ

州
ニュ
ー
オ
リ
ン
ズ
で
ア
フ
リ
カ
系
ア
メ
リ

カ
人
に
よ
って
始
め
ら
れ
た
音
楽
で
、
現
在

の
ポ
ッ
プ
ス
な
ど
の
源
流
を
な
す
音
楽
で

す
。
皆
さ
ん
も
そ
の
創
始
者
の
ひ
と
り
で

あ
る
ル
イ
・
ア
ー
ム
ス
ト
ロ
ン
グ
の
名
前
を

聞
か
れ
た
こ
と
が
あ
る
か
と
思
い
ま
す
。

私
た
ち
は
こ
の
響
き
に
魅
了
さ
れ
て
、
平

成
11
年
に
バ
ン
ド
を
立
ち
上
げ
、
毎
週
水

曜
日
、
観
音
公
民
館
で
練
習
を
重
ね
て
い

ま
す
。メ
ン
バ
ー
は
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
、
ト
ラ

ン
ペ
ッ
ト
、
ト
ロ
ン
ボ
ー
ン
、バ
ン
ジ
ョ
ー
、

ベ
ー
ス（
チ
ュ
ー
バ
）、ピ
ア
ノ
と
ド
ラ
ム
ス
で

構
成
さ
れ
て
お
り
、

プ
ロ
か
ら
練
習
生
、

20
代
か
ら
80
代
の
年

齢
層
で
楽
し
ん
で
い

ま
す
。　

練
習
の
成

果
を
披
露
す
る
機

会
と
し
て
、
観
音
公

民
館
ま
つ
り
に
加
え
て
広
島
市
内
の
ラ
イ

ブ
ハ
ウ
ス
に
も
定
期
的
に
出
演
し
、
ま
た

毎
年
開
催
さ
れ
る
中
国
地
区
デ
ィ
キ
シ
ー

ラ
ン
ド
・
ジ
ャ
ズ
コ
ン
サ
ー
ト
に
も
参
加
し

て
い
ま
す
。
現
在
で
は
ど
ち
ら
か
と
い
う

と
マ
イ
ナ
ー
な
ジ
ャ
ン
ル
の
音
楽
で
す
が
、

こ
れ
を
メ
イ
ジ
ャ
ー
に
し
よ
う
と
い
う
意

気
込
み
で
練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。一
度
、

練
習
風
景
な
ど
見
に
こ
ら
れ
ま
せ
ん
か
。

全
日
本
剣
道
連
盟
制
定
の
居
合
道
・

杖
道
を
中
心
に
、
夢
想
神
伝
流
居
合

道
・
神
道
夢
想
流
杖
道
を
学
ん
で
い
ま

す
。
武
道
の
厳
し
さ
の
中
に
も
和
気
あ

い
あ
い
と
し
た
雰
囲
気
の
会
で
、
小
学
6

年
生
か
ら
72
歳
の
会
員
が
い
ま
す
。
杖

道
は
、
約
400
年
前「
宮
本
武
蔵
」に
敗
れ

た
流
祖「
夢
想
権

之
助
勝
吉
」が
あ
み

だ
し
た
武
道
で
、

後
に「
宮
本
武
蔵
の

十
字
受
け
」を
破
っ

た
と
さ
れ
て
お
り
、

江
戸
時
代
は
黒
田

藩
の
御
留
流（
門
外
不
出
の
意
）の
武
道

で
し
た
。
体
を
左
右
等
し
く
使
う
と
い
う

特
徴
が
あ
り
、バ
ラ
ン
ス
良
く
鍛
え
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
そ
し
て
、
居
合
道
は
、

不
意
の
攻
撃
に
対
し
て
一
瞬
の
攻
撃
で
敵

を
制
す
る
た
め
に
あ
み
だ
さ
れ
た
武
道
で
、

修
練
に
よ
り「
心
身
」を
鍛
え
る
こ
と
を

目
的
に
し
て
い
ま
す
。
動
作
は
日
本
舞
踊

く
ら
い
の
ス
ピ
ー
ド
な
の
で
、
無
理
な
く

自
分
の
ペ
ー
ス
で
で
き
る
た
め
女
性
や
シ
ニ

ア
の
方
も
多
く
い
ま
す
。

毎
週
土
曜
日
の
午
後
7
時
〜
9
時
に

練
習
し
て
い
ま
す
の
で
、
興
味
の
あ
る
方

は
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は

当
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

http://rensinkai.jim
do.com

/

毎
月
第
3
水
曜
日
の
午
後
1
時
半
〜

3
時
半
に
ポ
ー
セ
ラ
ー
ツ（
白
磁
の
陶
器
や

グ
ラ
ス
等
の
ガ
ラ
ス
製
品
に
転
写
シ
ー
ル
を

貼
り
、
窯
で
焼
き
つ
け
る
）の
作
品
づ
く

り
を
行
っ
て
い
ま
す
。
平
成
24
年
4
月
に

開
催
さ
れ
た「
趣
味
教
養
講
座
〜
ポ
ー
セ

ラ
ー
ツ
〜
」に
参
加
し
た
メ
ン
バ
ー
で
発
足

し
た
グ
ル
ー
プ
で
す
。

世
界
に
ひ
と
つ
だ
け
の
食
器
・
装
飾
品etc

…

幅
広
い
オ
リ
ジ
ナ
ル
作
品
が
ど
ん
ど
ん

作
れ
ま
す
。
真
っ
白
な
器
を
好
き
な
よ
う

に
彩
っ
て
、
あ
な
た
だ
け
の
テ
ー
ブ
ル
ウ
ェ

ア
ー
を
作
る…

そ
れ
が「
ポ
ー
セ
ラ
ー
ツ
」

で
す
。
作
る
楽
し
み…

で
き
あ
が
っ
た
時
の

楽
し
み…

と
喜
び
が
、
2
倍
に
も
3
倍
に

も
な
り
、
誰
で
も
簡
単
に
始
め
ら
れ
ま
す
。

「
手
作
り
は
初
め
て…

」「
絵
を
描
く
の

は
苦
手…

」「
型
に
は
め
ら
れ
る
の
は
、

ち
ょっ
と…

」と
言
う
方
で
も
大
丈
夫
！

作
っ
た
後
に
、
実
際
に
使
え
て
、
毎
日
の
生

活
に
潤
い
を
も
た
ら
し
て
く
れ
る
こ
と
と

思
い
ま
す
。
あ
な
た
も

私
た
ち
と
楽
し
く

「
ポ
ー
セ
ラ
ー
ツ
」に
挑

戦
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

▲ここに注目。メーカーの刻印が誇らしげだ

西
区
内
公
民
館

グループへのお問合せについては、
各公民館へお願いします。

①草津公民館
②三篠公民館 
③観音公民館
④鈴が峰公民館
⑤井口公民館

不思議だ。何がって、手押しポンプだ。
ながーいレバーを上下すると、水が出る。子ど

もの頃によく遊んでいたが、力がいるし真空力と
か聞いても、理屈はよく分からなかった。夏場なん
かだと冷たい水が出て気持ちがイイ。どうして地
中の水は冷たいのか。分からないことだらけだが、
あの手ごたえと水が上ってくる音、冷たさだけは
しっかりと記憶に残っていて、とにかくあの装置が
魔法をもたらしてくれるのだと、子ども心に納得したのを覚えている。
大人になって、マンホールの蓋調査でデルタの道路を全部巡ったこと

がある。意外とたくさん、路上に手押しポンプが残っている！気になって
チェックしてみると、その数約70基。見落としや敷地の奥深く、郊外まで

含めると、優に100基以上の手押し
ポンプが残っているはずである。現役
のものもあれば破損してオブジェ状態
のものも。それでもそのまま。不思議
というほかない。
さて、この手押しポンプがにわかに
脚光を浴びる事態となっている。
新聞記事で広島駅前再開発区域

に3基あり、どうなる？と行ってみると、
津田式2基、川本式（名古屋産）1基。
ひっそりとたたずんでいる。「津田式」

というのは広島産、そもそも、この種の手押しポンプの発明がこのメー
カーで、それも戦前であるという。
持ち主は名乗り出よという公示広告と現状保存を願う千羽鶴。今さら

私ですという人も現れるはずもなく、一部引き取り手もあるようだが、これ
を書いている段階ではどうなるか分からない。10年以上前から手押しポ
ンプのおっかけをする身としてはとうとう沙汰が来たか、と悲しい気持ちで
いるが、できればその場でがんばっていただきたい。
この津田式、今でも新品が手に入る。何度か販売権が動いた後、
2010年、鋳物メーカー「㈱友鉄マシン」が型と販売権を譲り受け、刻印
も「KOYO」に代わっているが、基本的には当初のまま。「伏流水を人力
で汲み上げる」エコな装置だが、蛇口
をひねれば水が出る時代、知名度が
低いこともあって、「よーけーは売れて
ない」そうだが、メードイン広島のDNA
は今でも健在なのだ。
恐らく、ほとんどの人がノスタルジッ

クな風景の一部ととらえている街角
パーツの一つだが、それが雑草のよう
に生き残ってきた一因でもあると思う。
これを機に注目度が上がり、認知度
の向上と、ウチにも欲しい！と実用上の
総量が増えることを願う。

正門の銀杏並木が色づく頃、鈴峯女子短期大学の保育学科は、俄
かに活気づく。本学科での子育て支援イベント『すずがみねりんりん♪こ
どもフェスタ』の準備が、いよいよ佳境を迎える。
フェスタ当日は、大学構内の隅々が子どもたちの遊び場となる。体育
館いっぱいに「運動遊びサーキット」が組み立てられ、音楽室では「親子
りんりん♪コンサート」が上演される。向いの講義室では乳児さんも楽し
める「わらべうた遊び」、他の階では、「わくわく工作広場」や人形劇・演
劇、懐かしい昔話の読み聞かせを行う「お話し会」。そして、中庭の木々
の下には、潜って遊べる大きな「葉っぱのプール」も用意されている。
毎日お世話になっている地域の方々に、学生だからこそできる「子育

て支援」を実践したい、そんなことを目的に開催され、今年で5回目を迎
える。
学生だからこそできる子育て支援とは何だろう。
「今、学んでいる思いっきり楽しい遊びを子どもたちに届けたい」「子
どもたちが音楽やお話が大好きになる機会にしたい」、「子育て中の家
族の方が、みんなでゆったり楽しめる一日をつくりたい」、教員も学生と
共に手探りで歩んできたが、近頃気づいたことがある。
参加してくださった子育て中のお母さんの感想アンケートには、学生

に向けての沢山のアドバイスが盛り込まれている。中には、急に子ども
に泣かれ、戸惑っていた学生に向けて、泣いた理由を丁寧に書いてく
ださっていた方もおられる。毎年、学生たちが子育て支援イベントに参

加させていただいている保育園の園長先生が「他の参加者の方とは
話もされずに、保育士が寄り添っていたお母さんが、学生さんには、そ
の子の抱き方やあやし方を笑顔で何ども教えておられるのよ…」と話さ
れたことがある。学生の不器用で、でも一生懸命な姿に、お母さんたち
はどこかで昔の自分と重ねながら、その姿を許し・受け止めてくださって
いるのではないかと、ありがたく感じる。
本学の子育て支援イベントには、リピーターの方も多い。子どもたち

が活動を楽しんでくれていることが大きな理由ではあるが、学生イベント
にお母さんたちが心惹かれてくださっているもう一つの理由は、失敗し、
それでも諦めず果敢に子どもたちに関わろうとする姿や、お母さんたち
の子育てのエピソードを驚きと尊敬をもって聴き入る学生の真っ直ぐな
眼差しなのかもしれない。
学生に「教えたくなった」「伝えたくなった」子育て真っ最中のお母さ

んたちは、まさに働きかける主役となる⇒子育て支援の主役となる。そ
れは、私たち教員だけではできないことかもしれない。純粋な「一生懸
命さ」が放つ力は計り知れないとつくづく思う。

子育て支援：学生だからこそ出来ること…

飯田真三レポーター 市民パブリシスト

Profile

教授  光本 弥生

☎082-271-2576
☎082-237-3077
☎082-233-2603
☎082-278-7599
☎082-277-9258

鈴峯女子短期大学保育学科
専門領域　保育学　幼児教育

地
域
の
み
な
さ
ん
の
学
習
活
動
を
応
援
す
る
最
も
身
近
な
施
設

「
公
民
館
」で
活
動
し
て
い
る
グ
ル
ー
プ
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

今
号
は
、西
区
内
公
民
館
で
活
動
し
て
い
る
み
な
さ
ん
で
す
。

よ
う
こ
そ
公
民
館
へ

①
銀
に
触
れ
る

（
草
津
公
民
館
）

②
合
唱
団
ぽ
っ
き
り

（
三
篠
公
民
館
）

③The Kings of D
ixieland

（
観
音
公
民
館
）

④
広
島
錬
心
会

（
鈴
が
峰
公
民
館
）

⑤
ポ
ー
セ
ラ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

（
井
口
公
民
館
）

！

らしっくレポートらしっくレポート

手押しポンプの不思議

らしっくコラム
Rashikku column

西
区
内
公
民
館

ち
ょ
う
き
ん

し
ん
ち
ゅ
う

じ
ょ
う
ど
うお

と
め
り
ゅ
う

じ
ゅ
う
じ 

う

む  

そ
う 

ご
ん  む 

そ
う 

し
ん
で
ん
り
ゅ
う

し
ん
と
う
む
そ
う
り
ゅ
う

の  

す
け 

か
つ 

よ
し

910



広
島
学
セ
ミ
ナ
ー
講
演
会

「
自
分
の
ま
ち
が
も
っ
と
好
き
に

な
る 

ひ
と
づ
く
り・ま
ち
づ
く
り
」

広
島
の
歴
史
や
文
化
、
広
島
人
を
育

て
た
自
然
な
ど
広
島
を
総
合
的
に
学

び
、
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
の
人
材
育
成
を

図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
平
成
23
年
度

か
ら『
広
島
学
セ
ミ
ナ
ー
』を
実
施
し
て

い
ま
す
。

今
年
度
は
、こ
れ
ま
で
の
集
大
成
と

し
て
、
地
域
の
皆
さ
ん
が
郷
土
へ
の
愛
着

と
誇
り
を
糧
に
、
自
ら
の
力
で
活
気
あ

る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
に
は
ど

う
し
た
ら
よ
い
か
、
気
鋭
の
コ
ミ
ュニ
テ
ィ

デ
ザ
イ
ナ
ー 

山
崎
亮
さ
ん
を
お
招
き
し

て
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
　
　

平
成
26
年
1
月
18
日（
土
）

　
　
　
　

午
後
1
時
半
〜
3
時
半（
予
定
）

（
開
場 

午
後
1
時
）

　
　
　

都
市
型
ま
ち
づ
く
り
活
動
と

ま
ち
づ
く
り
の
ア
イ
デ
ア 

な
ど

　
　
　

ア
ス
テ
ー
ル
プ
ラ
ザ 

中
ホ
ー
ル

（
中
区
加
古
町
4
番
17
号
）

　
　
　

500
人

　
　
　

無
料（
要
申
込
）

　
　
　

12
月
2
日（
月
）か
ら
先
着
順
。

定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

　
　
　
　

（1）
電
話
、フ
ァ
ク
ス
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。フ
ァ
ク
ス
の
場
合
は

①
事
業
名（
広
島
学
セ
ミ
ナ
ー
講
演
会
）

②
氏
名（
ふ
り
が
な
）③
連
絡
先（
電
話

番
号
、フ
ァ
ク
ス
番
号
）を
明
記
し
て
く

だ
さ
い
。

（2）
受
付
時
間：月
〜
金（
12
月
23
日
、
12
月

30
日
〜
1
月
3
日
を
除
く
）午
前
8
時
半

か
ら
午
後
5
時
15
分
ま
で
。

   　
　
　
　

 

（財）
広
島
市
未
来
都
市

創
造
財
団
ひ
と
・
ま
ち
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
部

管
理
課
事
業
係

〒
7
3
0
-0
0
3
6

広
島
市
中
区
袋
町
6
番
36
号 

☎
0
8
2
・
5
4
1
・
5
3
3
5  

5
0
8
2
・
5
4
1
・
5
6
1
1

広
島
学
セ
ミ
ナ
ー「
考
古
学
講
座
」

発
掘
調
査
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
出
土

品
か
ら
広
島
の
歴
史
を
学
び
ま
す
。

　
　
　

二
葉
公
民
館

　
　
　

60
人（
申
込
多
数
の
場
合
は

抽
選
）

　
　
　

無
料

　
　
　

成
人

　
　
　
　

12
月
1
日（
日
）か
ら
申

込
開
始
。
往
復
は
が
き（
一
人
1
枚
）に

①
氏
名（
ふ
り
が
な
）、②
住
所
、③
電
話

番
号
を
記
入
の
う
え
、
平
成
26
年
1
月

6
日（
月
）【
消
印
有
効
】ま
で
に
下
記

申
込
先
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

   　
　
　
　

  

二
葉
公
民
館

〒
7
3
2
-8
5
1
0

広
島
市
東
区
東
蟹
屋
町
9
番
34
号

☎
0
8
2
・
2
6
2
・
4
4
3
0  

5
0
8
2
・
2
6
2
・
4
4
5
1

広
島
学
セ
ミ
ナ
ー「
ひ
ろ
し
ま

の
城
」

　
　
　

草
津
公
民
館

（
西
区
草
津
東
二
丁
目
20
番
7
号
）

※
3
回
目
は
屋
外
で
の
講
座
と
な
り
ま

す
。

　
　
　

40
人（
先
着
順
）

　
　
　

無
料

　
　
　
　

12
月
2
日（
月
）か
ら
申

込
受
付
開
始
。
電
話
ま
た
は
来
館
に
て

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
定
員
に
な
り

次
第
締
め
切
り
ま
す
。

   　
　
　
　

  

草
津
公
民
館

☎
0
8
2
・
2
7
1
・
2
5
7
6

ま
ち
ぷ
ら・
ピ
ー
ス
ス
テ
ー
ジ

中
区
内
の
公
民
館
で
活
動
し
て
い
る
グ

ル
ー
プ
が
平
和
の
素
晴
ら
し
さ
・
尊
さ
を

発
信
し
、「
平
和
を
感
じ
、
平
和
を
考
え

る
」輪
を
広
げ
る
イ
ベン
ト
で
す
。

　
　
　

平
成
26
年
1
月
26
日（
日
）

午
後
1
時
半
〜
3
時（
予
定
）

　
　
　

二
胡
や
ギ
タ
ー
・マ
ン
ド
リ
ン

の
演
奏
、
女
声
コ
ー
ラ
ス
、
民
踊

　
　
　

ま
ち
づ
く
り
市
民
交
流
プ
ラ
ザ

（
中
区
袋
町
6
番
36
号
）

　
　
　

吉
島
公
民
館

☎
0
8
2
・
2
4
6
・
4
1
2
1

舟
入
公
民
館

☎
0
8
2
・
2
9
5
・
5
0
0
3

ま
ち
づ
く
り
市
民
交
流
プ
ラ
ザ

☎
0
8
2
・
5
4
5
・
3
9
1
1

安
佐
北
演
劇
空
間

安
佐
北
区
で
活
動
し
て
い
る
演
劇
グ

ル
ー
プ
が
日
頃
の
活
動
の
成
果
を
発
表

し
ま
す
！

　
　
　

平
成
26
年
1
月
12
日（
日
）

午
後
1
時
〜
午
後
4
時（
午
後
0
時
半
開
場
）

　
　
　
　
　
　

  

劇
団
春
一
番（
四
人

姉
妹
）・
高
陽
劇
団（
寅
次
郎
の
夢
恋
日

記
）・
広
島
文
教
女
子
大
学
附
属
幼
稚
園

す
ず
ら
ん
の
会
コ
ー
ラ
ス
サ
ー
ク
ル（
オ
ペ

レッ
タ「
ピ
ノ
キ
オ
物
語
」）

　
　
　

安
佐
北
区
民
文
化
セ
ン
タ
ー

（
安
佐
北
区
可
部
七
丁
目
28
番
25
号
）

　
　
　

無
料

　
　
　

可
部
公
民
館

☎
0
8
2
・
8
1
4
・
4
0
3
1

　
　
　

安
佐
北
区
民
文
化
セ
ン
タ
ー

第
　
回 

新
春
も
ち
つ
き
交
流
会

障
害
者
と
健
常
者
が
共
生
で
き
る
社
会

を
築
い
て
い
く
こ
と
を
目
的
に
、
地
域
の

関
係
団
体
と
公
民
館
利
用
グ
ル
ー
プ
が

も
ち
つ
き
交
流
会
を
実
施
し
ま
す
。

　
　
　
　

平
成
26
年
1
月
11
日（
土
）

午
前
9
時
半
〜
午
後
2
時

　
　
　

も
ち
つ
き
・
演
芸
交
歓
会

　
　
　

己
斐
公
民
館

（
西
区
己
斐
中
一丁
目
6
番
20
号
）

　
　
　

無
料
※
お
も
ち
、
ぜ
ん
ざ
い
、

む
す
び
等
は
有
料
で
す
。

　
　
　

己
斐
公
民
館

☎
0
8
2
・
2
7
3
・
1
7
6
5

　
　
　

己
斐
学
区
・
己
斐
東
学
区
社

会
福
祉
協
議
会
ほ
か

YO
U
N
G
 FESTA

2014

ヤ
ン
フ
ェ
ス
学
園
本
気（
マ
ジ
）

祭（
ま
つ
り
）　

〜
可
能
性
の
幕
開
け
〜

数
多
く
の
青
少
年
が
活
動
し
て
い
る

広
島
市
青
少
年
セ
ン
タ
ー
が
贈
る
、
年
に

一度
の一大
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

50
を
超
え
る
サ
ー
ク
ル
や
団
体
が
集

い
、
日
頃
の
活
動
成
果
を
活
か
し
て
様
々

な
企
画
を
ご
用
意
し
て
い
ま
す
。
登
場

サ
ー
ク
ル
は
、
小
学
生
か
ら
大
学
生
、
働

き
な
が
ら
趣
味
を
楽
し
む
青
年
サ
ー
ク

ル
ま
で
多
彩
。

大
ホ
ー
ル
で
は
、ダ
ン
ス
イ
ベ
ン
ト

「M
ATSURI  STATION FINAL

」（
15
日
）

や
ア
カ
ペ
ラ
イ
ベ
ン
ト「A

CA
PELLA

 
M
A
RCH

〜
は
る
く
る
行
進
曲
〜
」（
16
日
）、

2
日
に
渡
って
各
種
イ
ベン
ト
を
行
う
野
外

ス
テ
ー
ジ
な
ど
見
ど
こ
ろ
いっ
ぱ
い
。

フ
ー
ド
も
ク
イ
ズ
を
楽
し
み
な
が
ら

様
々
な
メ
ニュ
ー
が
味
わ
え
ま
す
。
ま
た
、

館
内
で
は
、
陶
芸
の
作
品
展
示
・
販
売
や

体
験
教
室
、
け
ん
玉
大
会
、
工
作
や
お

ば
け
屋
敷
、ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
な
ど
、
来

場
者
が
参
加
で
き
る
イ
ベ
ン
ト
も
多
数

あ
り
ま
す
！

　
　
　

平
成
26
年
3
月
15
日（
土
） 

午
前
11
時
〜
午
後
8
時
半
、
16
日（
日
） 

午
前
10
時
〜
午
後
4
時

　
　
　

青
少
年
セ
ン
タ
ー
・ハ
ノ
ー

バ
ー
庭
園（
中
区
基
町
）

　
　
　

無
料

※
た
だ
し
、ダ
ン
ス
イ
ベ
ン
ト（
700
円
）、

ア
カ
ペ
ラ
イ
ベン
ト（
200
円
）は
有
料
で
す
。

　
　
　

青
少
年
セ
ン
タ
ー

☎
0
8
2
・
2
2
8
・
0
4
4
7

5
0
8
2
・
2
2
8
・
7
0
7
4

　
　
　

Y
O
U
N
G
 F
E
ST
A
2014 

実
行
委
員
会

三
滝
少
年
自
然
の
家
か
ら
の

お
知
ら
せ

①
第
3
回
三
滝
自
然
フ
ァ
ミ
リ
ー
ラ
ン
ド

野
鳥
、
昆
虫
、
植
物
、
星
座
な
ど
三

滝
の
魅
力
あ
る
自
然
を
活
動
に
活
か

し
、
野
外
で
の
遊
び
や
観
察
な
ど
を
通

し
て
、
自
然
に
親
し
み
ま
す
。
ま
た
、
体

験
活
動
を
通
し
て
個
々
の
家
族
の
絆
を

深
め
、
他
家
族
と
交
流
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　
　
　

平
成
26
年
1
月
25
日（
土
）

〜
26
日（
日
）

　
　
　

野
外
炊
飯
・
自
然
観
察
な
ど

　
　
　

16
家
族

　
　
　

小
学
生
以
上
の
子
ど
も
と
そ

の
保
護
者

※
保
険
料
・
食
費
・
資
料
代
な
ど
の
参
加

費
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
　
　
　

事
業
名
、
郵
便
番
号
、
住

所
、
電
話
番
号
、
家
族
全
員
の
名
前
と

ふ
り
が
な
、
性
別
、
児
童
生
徒
は
学
年

を
記
入
し
、
80
円
切
手
を
貼
っ
た
返
信

用
封
筒（
長
形
3
号
で
宛
名
を
記
入
）

を
同
封
し
て
下
記
申
込
先
ま
で
郵
送
し

て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　

12
月
15
日（
日
）〜

12
月
25
日（
水
）【
必
着
】

②
第
4
回
誰
で
も
で
き
る
大
人
の
野
遊

び
入
門
講
座

三
滝
の
自
然
環
境
を
活
用
し
な
が

ら
、
専
門
講
師
を
招
い
て
、
自
然
体
験

活
動
に
つ
い
て
の
知
識
・
理
解
を
深
め
ま

す
。
ま
た
、
野
外
活
動
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

体
験
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
　
　

平
成
26
年
2
月
15
日（
土
）

　
　
　

野
外
炊
飯
・
星
空
観
察
な
ど

　
　
　

15
人

　
　
　

15
才
以
上（
た
だ
し
、
中
学
生

を
除
く
）

※
保
険
料
・
資
料
代
な
ど
の
参
加
費
が
必

要
と
な
り
ま
す
。

　
　
　
　

事
業
名
、
名
前
、ふ
り
が

な
、
性
別
、
年
齢
、
郵
便
番
号
、
住
所
、

電
話
番
号
、（
未
成
年
の
場
合
は
保
護

者
名
）を
記
入
し
、
80
円
切
手
を
貼
っ
た

返
信
用
封
筒（
長
形
3
号
で
宛
名
を
記

入
）を
同
封
し
て
左
記
申
込
先
ま
で
郵

送
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　

平
成
26
年
1
月
15
日

（
水
）〜
24
日（
金
）【
必
着
】

③
第
2
回
三
滝
自
然
ワ
ン
ダ
ー
ラ
ン
ド

野
鳥
、
植
物
、
星
空

な
ど
三
滝
の
も
つ
自
然
の

魅
力
を
活
動
に
活
か

し
、
日
頃
で
き
な
い
よ
う

な
自
然
体
験
活
動
を
行

い
、
思
い
出
づ
く
り
を
し

な
が
ら
絆
を
深
め
ま
し
ょ
う
！

　
　
　

平
成
26
年
3
月
1
日（
土
）

〜
2
日（
日
）

　
　
　

キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ア
な
ど

　
　
　

42
人

　
　
　

小
学
校
3
年
生
〜
6
年
生

※
保
険
料
・
食
費
・
資
料
代
な
ど
の
参
加

費
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
　
　
　

事
業
名
、名
前
、ふ
り
が
な
、

性
別
、
郵
便
番
号
、
住
所
、
電
話
番
号
、

学
校
名
、
学
年
、
保
護
者
名
を
記
入
し
、

80
円
切
手
を
貼
っ
た
返
信
用
封
筒（
長
形

3
号
で
宛
名
を
記
入
）を
同
封
し
て
左
記

申
込
先
ま
で
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　

平
成
26
年
2
月
1
日

（
土
）〜
2
月
13
日（
木
）【
必
着
】

※
①
②
③
共
通
項
目

　
　
　

三
滝
少
年
自
然
の
家

　
　
　
　
　
　

  

三
滝
少
年
自
然
の
家

〒
7
3
3
-0
8
0
2

広
島
市
西
区
三
滝
本
町一丁
目
73
番
地
の
20

☎
0
8
2
・
2
3
8
・
6
3
0
1

5
0
8
2
・
2
3
8
・
6
3
0
2

▲昨年の「MATSURI STATION2」

▲ミタッキー

▲前回の様子

イ
ベ
ン
ト

20

！！！

対
　
象

広島学セミナー「考古学講座」

1

2

4

3

1/25（土）
10：00～12：00

2/1（土）
10：00～12：00

2/8（土）
10：00～12：00

2/15（土）
10：00～12：00

内　容日　程

出土品が語る人の交流

鉄器が語る国際交流

広島の初期須恵器

上深川式土器が使われたころ

広島学セミナー「ひろしまの城」

1

2

3

1/11（土）
10：00～12：00

1/18（土）
10：00～12：00

1/25（土）
10：00～12：00

内　容日　程

発掘調査から見た草津城と
中世の城

古文書から見た草津城

草津城跡を歩こう

﹇
講
師
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
﹈

コ
ミ
ュニ
テ
ィ
デ
ザ
イ
ナ
ー

山
崎 

亮

（
や
ま
ざ
き 

り
ょ
う
）

studio-L

代
表
。
京
都
造
形
芸
術
大
学
教

授
。
慶
応
義
塾
大
学
特
別
招
聘
教
授
。
地

域
の
課
題
を
地
域
に
住
む
人
た
ち
が
解
決

す
る
た
め
の
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
デ
ザ
イ
ン
に
携
わ

る
。
ま
ち
づ
く
り
の
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
、
住
民

参
加
型
の
総
合
計
画
づ
く
り
、
建
築
や
ラ
ン

ド
ス
ケ
ー
プ
の
デ
ザ
イ
ン
、
市
民
参
加
型
の

パ
ー
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
な
ど
に
関
す
る
プ
ロ

ジェク
ト
が
多
い
。 森

生
涯
学
習

情
報
の

森森

日
　
時

開
　
演

内
　
容

内
　
容

場
　
所

場
　
所

場
　
所

日
　
時

定
　
員

参
加
費

申
　
込

参
加
費

参
加
費

問
合
せ

申
込
・
問
合
せ

申
込
受
付
期
間

申
込
受
付
期
間

申
込
受
付
期
間

申
込
方
法

申
込
方
法

申
込
方
法

申
込
方
法

申
込
方
法

申
込
・
問
合
せ

申
込
・
問
合
せ

申
込
・
問
合
せ

場
　
所

場
　
所

定
　
員

定
　
員

場
　
所

場
　
所

日
　
時

内
　
容

問
合
せ

日
　
時

日
　
時

日
　
時

参
加
団
体（
演
目
）

入
場
料

入
場
料

共
　
催

問
合
せ

問
合
せ

共
　
催

共
　
催

参
加
費

内
　
容

定
　
員

対
　
象

内
　
容

定
　
員

場
　
所

対
　
象

日
　
時

日
　
時

申
込
方
法

内
　
容

定
　
員

対
　
象

1112



森
情
報
の

情
報
の森森

ひ
が
し
区 

出
会
い・
ふ
れ
あ
い

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

東
区
で
活
動
す
る
文
化
団
体
の
多
彩

な
ス
テ
ー
ジ
や
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
が
盛
り

だ
く
さ
ん
。
ぜ
ひ
、ご
来
場
く
だ
さ
い
。

　
　
　

平
成
26
年
2
月
22
日（
土
）〜

23
日（
日
） 

両
日
と
も
午
前
10
時
〜

※
作
品
展
示
の
み
2
月
15
日（
土
）〜
2

月
23
日（
日
）【
17
日（
月
）を
除
く
】午

前
10
時
〜
午
後
6
時
ま
で（
最
終
日
は
午

後
4
時
ま
で
）

【
舞
台
発
表
】音
楽
や
ダ
ン
ス
な
ど
総
勢
60

団
体
が
発
表
し
ま
す
。幅
広
い
ジ
ャン
ル・

年
代
の
多
彩
な
発
表
が
楽
し
め
ま
す
。

【
作
品
展
示
】絵
画
、
写
真
、
手
芸
、
陶

芸
な
ど
、
個
性
あ
ふ
れ
る
作
品
を
展

示
し
ま
す
。

【
イ
ベン
ト
】※
販
売
は
売
切
れ
次
第
終
了

2
月
22
日（
土
）・
23
日（
日
）

・バ
ザ
ー（
う
ど
ん
・い
な
り
・
も
ち
つ
き
・

お
菓
子
・
手
作
り
手
芸
品
な
ど
）

・
地
域
情
報
コ
ー
ナ
ー

・
遺
跡
展（
東
区
を
中
心
と
し
た
広
島
市

内
の
遺
跡
展
示
）

2
月
22
日（
土
）の
み

・
講
演
会（
考
古
学
か
ら
見
た
東
区
の

歴
史
）午
前
10
時
〜

・
ふ
れ
あ
い
も
て
な
し
市（
地
元
野
菜
直

売
）午
前
10
時
〜

・
本
の
交
換
市（
一
人
10
冊
ま
で
）午
前

11
時
か
ら

2
月
23
日（
日
）の
み

・
お
は
な
し
会　

午
前
11
時
〜

・
紙
芝
居　

午
前
10
時
〜

　
　
　

東
区
民
文
化
セ
ン
タ
ー

（
東
区
東
蟹
屋
町
10
番
31
号
）

東
区
民
文
化
セ
ン
タ
ー

☎
0
8
2
・
2
6
4
・
5
5
5
1

二
葉
公
民
館

☎
0
8
2
・
2
6
2
・
4
4
3
0

　
　
　

広
島
市
、（
財
）広
島
市
未
来

都
市
創
造
財
団

広
島
ジ
ュ
ニ
ア
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

第
　
回
定
期
演
奏
会

元
N
H
K
交
響
楽
団
員
・
元
広
島
交
響

楽
団
首
席
コ
ン
サ
ー
ト
マ
ス
タ
ー
の
小
島
秀

夫
が
主
宰
す
る
子
ど
も
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

で
す
。現
在
4
歳
か
ら
高
校
生
ま
で
の
約

70
人
で
活
動
し
て
い
ま
す
。今
回
は
、ビ

ゼ
ー
作
曲
歌
劇「
カ
ル
メ
ン
」ハ
イ
ラ
イ
ト
他

を
演
奏
し
ま
す
。み
ん
な一生
懸
命
練
習
し

て
き
ま
し
た
。ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
　
　

12
月
22
日（
日
）午
後
1
時
30
分

開
演（
午
後
1
時
開
場
）

　
　
　

西
区
民
文
化
セ
ン
タ
ー

（
西
区
横
川
新
町
6
番
1
号
）

　
　
　

500
円（
全
席
自
由
）

　
　
　
　

カ
ノ
ン（
パ
ッヘ
ル
ベ
ル
）、ハ
レ

ル
ヤ（
ヘ
ン
デ
ル
）、セ
ン
ト
ポ
ー
ル
組
曲（
ホ

ル
ス
ト
）、歌
劇「
カ
ル
メ
ン
」ハ
イ
ラ
イ
ト

（
ビ
ゼ
ー
）

　
　
　

広
島
ジュニア
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
事
務
局

☎
0
8
0
・
1
9
4
9
・
1
0
2
1

公
益
財
団
法
人 

ひ
ろ
し
ま
文
化

振
興
財
団 

文
化
活
動
助
成
事
業

（
文
化
活
動
団
体
支
援
事
業
）

広
島
県
民
の
自
主
的
な
文
化
活
動
を

支
援
し
、個
性
豊
か
な
地
域
文
化
の
発

展
を
図
る
た
め
に
県
内
の
文
化
活
動
団

体
が
実
施
す
る
文
化
事
業
に
対
し
て
助

成
金
を
交
付
し
ま
す
。

　
　
　
　
　

広
島
県
に
活
動
の
本
拠

を
有
す
る
文
化
活
動
団
体
で
次
の
要
件

を
有
す
る
も
の

①
一定
の
規
約
を
有
す
る
こ
と

②
代
表
者
及
び
所
在
地
が
明
ら
か
な
こ
と

③
会
計
経
理
が
明
確
な
こ
と

④
一
定
の
活
動
実
績
ま
た
は
そ
の
見
込
み

が
あ
る
こ
と

⑤
構
成
員
の
大
半
が
、
そ
の
団
体
の
活
動

分
野
を
主
な
職
業
と
し
て
い
な
い
こ
と

⑥
政
治
団
体
、
宗
教
団
体
等
の
特
定
の

団
体
に
関
係
し
て
い
な
こ
と

⑦
特
定
の
流
派
に
関
係
し
て
い
な
こ
と

⑧
文
化
施
設
の
運
営
を
目
的
と
す
る
団

体
で
は
な
い
こ
と

　
　
　
　

地
域
文
化
の
振
興
に
資
す

る
次
の
事
業
と
す
る

①
郷
土
文
化
支
援
事
業

②
成
果
発
表
支
援
事
業

③
文
化
の
ま
ち
づ
く
り
支
援
事
業

　
　
　
　
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
も
の

①
助
成
事
業
の
目
的
及
び
実
施
方
法
が

適
当
で
あ
っ
て
、
そ
の
効
果
が
十
分
に

期
待
で
き
る
こ
と

②
特
定
団
体
の
宣
伝
、
ま
た
は
営
利
を

目
的
と
す
る
も
の
で
な
い
こ
と

③
学
校
教
育
上
の
行
事
や
部
活
動
で
な
い
こ
と

平
成
26
年
4
月
1
日（
火
）〜
平
成
27
年

3
月
31
日（
火
）

　
　
　
　
　

 

郷
土
文
化
支
援
事
業
・

成
果
発
表
支
援
事
業
・
文
化
の
ま
ち
づ

く
り
支
援
事
業
の
各
事
業
20
万
円

　
　
　
　

所
定
の
申
請
書
に
団
体
概

要
書
、事
業
収
支
予
算
書
、そ
の
他
参
考

資
料
を
添
付
し
、所
管
す
る
市
町
ま
た

は
市
町
教
育
委
員
会
を
経
由
し
、左
記

申
込
先
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
助
成
事
業
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、左
記
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
の
う
え
申
込
み
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　

平
成
26
年
1
月
17
日（
金
）

　
　
　
　
　

 

公
益
財
団
法
人
ひ
ろ
し

ま
文
化
振
興
財
団

〒
7
3
0-

0
0
5
1

広
島
市
中
区
大
手
町
一
丁
目
5
番
3
号 

広
島
県
民
文
化
セ
ン
タ
ー
内

☎
0
8
2
・
2
4
9
・
8
3
8
5

5
0
8
2
・
2
4
9
・
7
5
3
1

http://w
w
w
.h-bunka.or.jp/zaidan/

josei/josei.htm
l

平
成
　
年
度 

林
業
・
環
境
緑
化

写
真
コ
ン
ク
ー
ル
作
品
募
集

森
林
・
林
業
・
環
境
緑
化
を
テ
ー
マ
に

し
た
写
真
を
募
集
し
ま
す
。

　
　
　

県
内
の
林
業
作
業
風
景
、林

相
、山
村
の
民
家
、木
造
建
築
、木
材
加

工
な
ど
を
対
象
と
し
た
も
の
。学
校
、工

場
、広
場
な
ど
の
環
境
緑
化
の
た
め
の
植

樹
作
業
風
景
ま
た
は
、森
林
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョン
施
設
な
ど
の
利
用
風
景
な
ど
を
対

象
と
し
た
も
の

　
　
　

2
L
版（
12.7　
×
17.8　

）

カ
ラ
ー
、縦
位
置
可

　
　
　

未
発
表
の
作
品
に
限
り
ま

す
。応
募
票
様
式
に
住
所
・
氏
名
・
撮
影

年
月
日
、場
所
、題（
タ
イ
ト
ル
）と
簡
単

な
説
明
を
明
記
し
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

出
品
点
数
は
特
に
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
　
　
　

広
島
県
在
住
者
で
あ
る
こ

と
。職
業
写
真
家
で
な
い
こ
と
。

　
　
　
　
　

 

特
選
2
点（
賞
金
2
万

円
）、入
選
10
点（
賞
金
5
千
円
）、佳
作
若

干（
賞
金
3
千
円
）

　
　
　
　

平
成
26
年
1
月
31
日（
金
）

　
　
　
　

平
成
26
年
4
月
上
旬（
予
定
）

に
広
島
県
林
業
改
良
普
及
協
会
発
行
の

「
ひ
ろ
し
ま
の
林
業
」誌
上
で
発
表
し
ま
す
。

　
　
　

 

入
選
作
品
は
、平
成
26
年
度

「
ひ
ろ
し
ま
林
業
」の
表
紙
に
掲
載
使
用

す
る
ほ
か
、県
民
の
緑
化
意
識
の
啓
発
、

高
陽
を
図
る
た
め
、林
業
、環
境
緑
化
関

係
の
広
報
資
料
と
し
て
使
用
し
ま
す
。

応
募
作
品
の
版
権
は
、広
島
県
林
業
改

良
普
及
協
会
に
帰
属
し
、応
募
作
品
は

返
却
し
ま
せ
ん
。入
賞
作
品
は
、ネ
ガ
・

デ
ー
タ
を
提
出
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
　
　
　
　

 

広
島
県
林
業
改
良
普

及
協
会

〒
7
3
0-

8
5
1
1 

広
島
市
中
区
基
町

10-

52 

広
島
県
農
林
水
産
局
林
業
課
内

☎
0
8
2
・
5
1
3
・
4
8
4
0

5
0
8
2
・
2
2
3
・
3
5
8
3

楽
し
人（
タ
ノ
シ
ビ
ト
）の
た
め
の

あ
そ
び
C
a
f
e

み
な
さ
ん
、素
敵
な
余
暇
を
過
ご
し
て

い
ま
す
か
？「
あ
そ
びC

afe

」で
は
毎
月

第
3
土
曜
日
に
気
軽
に
お
茶
を
の
み
な

が
ら
相
談
員
の
み
な
さ
ん
に
よ
る
余
暇
を

楽
し
む
た
め
の
話
と
余
暇
に
つ
い
て
の
個

別
相
談
や「
余
暇
診
断
シ
ー
ト
」を
使
っ
た

ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。ぜ
ひ
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
　
　

12
月
21
日（
土
）、平
成
26
年
1
月

18
日（
土
）、2
月
15
日（
土
）、3
月
15
日（
土
）

い
ず
れ
も
午
後
2
時
〜
3
時
半

※
受
付
開
始
は
午
後
1
時
半
〜

　
　
　

ま
ち
づ
く
り
市
民
交
流
プ
ラ
ザ

南
棟
1
階
ロ
ビ
ー

　
　
　

広
島
県
余
暇
プ
ラ
ン
ナ
ー
協
会
会
員

パ
ソ
コ
ン
サ
ロ
ン

初
め
て
パ
ソ
コ
ン
に
触
れ
る
方
や
基
本

的
な
パ
ソ
コ
ン
操
作
に
自
信
の
な
い
方
を

対
象
に
パ
ソ
コ
ン
を
無
料
開
放
し
ま
す
！

会
場
に
は
I
C
T
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
い
ま

す
の
で
、お
気
軽
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

　
　
　

12
月
1
日
、8
日
、15
日
、平
成

26
年
2
月
2
日
、9
日
、16
日
、23
日（
偶
数

月
の
日
曜
日
）

い
ず
れ
も
午
後
1
時
半
〜
4
時
半

　
　
　

ま
ち
づ
く
り
市
民
交
流
プ
ラ

ザ
北
棟
6
階
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
実
習
室

パ
ソ
コ
ン
講
座

①
エ
ク
セ
ル
2
0
1
0
応
用
講
座

　
　
　

平
成
26
年
1
月
16
日（
木
）〜

3
月
6
日（
木
）﹇
毎
週
木
曜
日 

全
8
回
﹈

午
後
7
時
〜
9
時

　
　
　
1
0
，1
0
0
円（
テ
キ
ス
ト
代
込
）

　
　
　
エ
ク
セ
ル
の
基
礎
を
理
解
で
き

て
い
る
方

②
楽
し
い
ワ
ー
ド
2
0
1
0
実
用
講
座

　
　
　

平
成
26
年
1
月
18
日（
土
）〜

3
月
8
日（
土
）﹇
毎
週
土
曜
日 

全
8
回
﹈

午
前
10
時
〜
午
後
0
時
半

　
　
　

9
，2
6
0
円（
テ
キ
ス
ト
代
込
）

　
　
　

文
字
入
力
、パ
ソ
コ
ン
の
基
本

操
作
が
で
き
る
方

③
楽
し
い
エ
ク
セ
ル
2
0
1
0
実
用
講
座

　
　
　

平
成
26
年
1
月
18
日（
土
）〜

3
月
8
日（
土
）﹇
毎
週
土
曜
日 

全
8
回
﹈

午
後
1
時
半
〜
午
後
4
時

　
　
　

9
，2
6
0
円（
テ
キ
ス
ト
代
込
）

　
　
　

文
字
入
力
、パ
ソ
コ
ン
の
基
本

操
作
が
で
き
る
方

④
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
で
フ
ォ
ト
ア
ル
バ
ム
を
作
ろ
う

　
　
　

平
成
26
年
1
月
12
日（
日
）〜

26
日（
日
）﹇
毎
週
日
曜
日 

全
3
回
﹈午
後

1
時
半
〜
午
後
4
時

　
　
　
　

3
，7
0
0
円（
テ
キ
ス
ト
代
込
）

　
　
　

文
字
入
力
、パ
ソ
コ
ン
の
基
本

操
作
が
で
き
る
方

※
①
②
③
④
共
通
項
目

　
　
　

38
人

　
　
　
　

往
復
は
が
き
ま
た
は
フ
ァ
ク

ス
で
講
座
名
・
住
所
・
氏
名（
ふ
り
が
な
）・

電
話
番
号（
フ
ァ
ク
ス
で
お
申
込
み
の
方
は

フ
ァ
ク
ス
番
号
）を
記
入
の
う
え
、①
は
平

成
26
年
1
月
6
日（
月
）【
必
着
】ま
で
に
、

②
③
④
は
12
月
27
日（
金
）【
必
着
】ま
で
に

ま
ち
づ
く
り
市
民
交
流
プ
ラ
ザ
へ
お
申
込

み
く
だ
さ
い
。②
③
④
の
講
座
は
、託
児
が

あ
り
ま
す
。託
児（
1
歳
半
以
上
の
未
就

学
児
）を
希
望
の
場
合
は
子
ど
も
の
年
齢

を
記
入
く
だ
さ
い
。

⑤
楽
し
い
パ
ソ
コ
ン
応
用
講
座

　
　
　

平
成
26
年
2
月
5
日（
水
）〜

3
月
5
日（
水
）﹇
隔
週
水
曜
日 

全
3
回
﹈

午
前
10
時
〜
午
後
0
時
半

　
　
　

3
，3
0
0
円（
テ
キ
ス
ト
代
込
）

　
　
　
文
字
入
力
、図
形
等
の
挿
入
が
で
き
る
方

⑥
デ
ジ
カ
メ
写
真
の
活
用
講
座

　
　
　

平
成
26
年
2
月
5
日（
水
）〜

3
月
5
日（
水
）﹇
隔
週
水
曜
日 

全
3
回
﹈

午
後
1
時
半
〜
午
後
4
時

　
　
　

3
，3
0
0
円（
テ
キ
ス
ト
代
込
）

　
　
　

文
字
入
力
、パ
ソ
コ
ン
の
基
本

操
作
が
で
き
る
方

⑦
ク
ラ
ウ
ド
コ
ン
ピ
ュ
ー
テ
ィ
ン
グ
入
門
講
座

　
　
　

平
成
26
年
2
月
7
日（
金
）〜

3
月
14
日（
金
）﹇
毎
週
金
曜
日 

全
6
回
﹈

午
後
7
時
〜
9
時

　
　
　

6
，5
0
0
円（
テ
キ
ス
ト
代
込
）

　
　
　

文
字
入
力
、パ
ソ
コ
ン
の
基
本

操
作
が
で
き
る
方

※
⑤
⑥
⑦
共
通
項
目

　
　
　

38
人

　
　
　

  

12
月
15
日（
日
）よ
り
申
込
開

始
。往
復
は
が
き
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で
講
座

名
・
住
所
・
氏
名（
ふ
り
が
な
）・
電
話
番
号

（
フ
ァ
ク
ス
で
お
申
込
み
の
方
は
フ
ァ
ク
ス
番

号
）を
記
入
の
う
え
、平
成
26
年
1
月
23
日

（
木
）【
必
着
】ま
で
に
に
ま
ち
づ
く
り
市
民

交
流
プ
ラ
ザ
へ
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。⑤
⑥

の
講
座
は
、託
児
が
あ
り
ま
す
。託
児（
1

歳
半
以
上
の
未
就
学
児
）を
希
望
の
場
合

は
子
ど
も
の
年
齢
を
記
入
く
だ
さ
い
。

ア
ー
ト
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
2
0
1
4

ア
ー
ト
の
持
つ
力
で
真
の
社
会
の
豊
か

さ
・
幸
せ
を
生
み
出
す
活
動
を
広
く
社
会

に
投
げ
か
け
て
い
く
こ
と
を
目
的
に
開
催

す
る
作
品
展
で
す
。中
国
5
県
か
ら
障
害

の
あ
る
人
の
芸
術
作
品
を
公
募
し
、豊
か

さ
・
新
鮮
さ
・
し
な
や
か
さ
の
3
つ
の
観
点

で
審
査
員
に
よ
る
選
考
を
行
い
、そ
の
中
の

入
選
作
品
を
展
示
し
ま
す
。た
く
さ
ん
の

方
々
と
協
働
で
つ
く
る「
ア
ー
ト
ル
ネ
ッ
サ
ン

ス
2
0
1
4
」に
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

　
　
　

平
成
26
年
2
月
8
日（
土
）〜

16
日（
日
）

　
　
　

ま
ち
づ
く
り
市
民
交
流
プ
ラ
ザ

北
棟
4
階 

ギ
ャ
ラ
リ
ー

　
　
　

無
料

公
民
館
学
習
グ
ル
ー
プ

交
流
作
品
展〈
絵
画
の
部
〉

広
島
市
内
の
公
民
館

学
習
グ
ル
ー
プ
が
、日
頃

の
学
習
の
成
果
を
発
表

す
る
場
と
し
て
、作
品

展
を
開
催
し
ま
す
。公

民
館
で
活
動
し
て
い
る

グ
ル
ー
プ
の
み
な
さ
ん
の

す
ば
ら
し
い
作
品
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
　
　

平
成
26
年
1
月
11
日（
土
）〜

19
日（
日
）午
前
10
時
〜
午
後
5
時
ま
で（
最

終
日
は
午
後
4
時
ま
で
）

　
　
　

ま
ち
づ
く
り
市
民
交
流
プ
ラ
ザ

北
棟
4
階 

ギ
ャ
ラ
リ
ー

　
　
　

無
料

▲第 12 回定期演奏会

▲平成24年度入選作品
　「樹林に癒されて」

▲アートルネッサンス2013

▲昨年の作品展（書道の部）

13

25

cm

cm

「
プ
ラ
ザ
主
催
事
業
の
ご
案
内
」

に
関
す
る
申
込・お
問
合
せ
は
…

ま
ち
づ
く
り
市
民
交
流
プ
ラ
ザ

〒
7
3
0
‐
0
0
3
6

広
島
市
中
区
袋
町
6
番
36
号

☎
0
8
2
・
5
4
5
・
3
9
1
1

5
0
8
2
・
5
4
5
・
3
8
3
8

日
　
時

日
　
時

日
　
時

対
　
象

受
講
料

日
　
時

対
　
象

受
講
料

日
　
時

日
　
時

対
　
象

受
講
料

日
　
時

日
　
時

対
　
象

受
講
料

対
　
象

受
講
料

日
　
時

日
　
時

対
　
象

対
　
象

受
講
料

受
講
料

問
合
せ

相
談
員

問
合
せ

助
成
金
限
度
額

対
象
事
業
の
実
施
期
間

助
成

募
集

プ
ラ
ザ
主
催
事
業

プ
ラ
ザ
主
催
事
業
のの

ご
案
内

ご
案
内

日
　
時

日
　
時

内
　
容

場
　
所

場
　
所

場
　
所

場
　
所

主
　
催

入
場
料

主
な
曲
目

対
象
事
業
者

対
象
事
業

交
付
対
象

応
募
方
法

応
募
資
格

入
選
発
表

応
募
期
限

申
込
締
切

申
込
・
問
合
せ

U
R
L

題
　
材

作
　
品

サ
イ
ズ

賞
お
よ
び
賞
品

そ
の
他

申
込
・
問
合
せ

定
　
員

入
場
料

申
込
方
法

定
　
員

申
込
方
法

場
　
所

日
　
時

入
場
料

場
　
所

1314



「らしっく『情報の森』」に載せてほしい！という、イベントや募集記事を募集しています。
次号は、「3月下旬発行予定」です。4月以降の情報をお待ちしています。
下記、広島市まちづくり市民交流プラザまでお送りください。

▲セミナーの様子

社会貢献についての
パネル展

▲前回の駅伝応援清掃ボランティアの様子

ま
だ
ま
だ
蒸
し
暑
い
日
差
し
が
緩

ま
な
い
9
月
6
日（
金
）、
ま
ち
づ
く

り
市
民
交
流
プ
ラ
ザ
の
マ
ル
チ
メ
デ
ィ

ア
ス
タ
ジ
オ
に
お
い
て
、
企
業
等
社
会

貢
献
活
動
研
究
会
協
働
セ
ミ
ナ
ー

「
広
島
発
！
暮
ら
し
の
お
役
立
ち
セ

ミ
ナ
ー
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

企
業
等
社
会
貢
献
活
動
研
究
会

と
は
、
市
民
・
企
業
・
行
政
に
よ
る

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
を
図
る

た
め
に
、
広
島
市
内
に
本
社
ま
た
は

支
社
・
支
店
を
置
き
、
社
会
貢
献
活

動
に
取
り
組
む
企
業
・
団
体
が
参
加

し
、
情
報
交
換
や
活
動
促
進
事
例
の

紹
介
等
を
行
っ
て
い
る
研
究
会
で
す
。

今
年
度
で
3
回
目
と
な
る
こ
の
セ

ミ
ナ
ー
は
、
企
業
等
社
会
活
動
研
究

会
に
参
加
す
る
企
業
・
団
体
の
持
つ

情
報
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
市
民
生
活
に
還

元
し
、
役
立
て
て
も
ら
う
た
め
に
企

画
さ
れ
た
も
の
で
、
中
国
電
力
㈱
に

よ
る
、
家
庭
向
き
の
電
気
料
金
紹
介

や
省
エ
ネ
術
、
電
力
会
社
社
員
を
か

た
る
悪
質
行
為
な
ど
に
つ
い
て
の
講

義「
な
る
ほ
ど
役
立
つ『
電
気
』の
豆

知
識
」、
S
M
B
C
コ
ン
シ
ュ
ー
マ
ー

フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
㈱
に
よ
る
振
り
込
め
詐

欺
や
架
空
請
求
な
ど
に
つ
い
て
の
講

義「
だ
ま
さ
れ
な
い
！
金
融
ト
ラ
ブ

ル
」の
二
本
立
て
で
開
催
し
ま
し
た
。

ま
た
、
企
業
の
社
会
貢
献
活
動
に
つ

い
て
の
パ
ネ
ル
展
も
あ
わ
せ
て
開
催

し
、
来
場
し
て
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
に

日
頃
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
紹
介
し

ま
し
た
。

当
日
は
、
同
時
に
開
催
さ
れ
て
い

た「
高
齢
者
作
品
展
」の
来
場
者
に

も
ご
参
加
い
た
だ
き
、
参
加
者
か
ら

は「
生
活
の
中
で
意
識
し
て
い
き
た

い
」「
学
ん
だ
こ
と
を
親
や
友
人
に
教

え
て
あ
げ
る
」「
と
て
も
分
か
り
や

す
く
具
体
的
な
講
義
で
し
た
」な
ど

の
感
想
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

企
業
等
社
会
貢
献
活
動
研
究
会

で
は
情
報
交
換
だ
け
で
な
く
、
研
究

会
の
活
動
を
市
民
の
皆
さ
ん
に
還
元

し
て
い
く
た
め
に
、
今
回
の
よ
う
な

生
活
に
役
立
つ
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
の
ほ

か
に
も「
ひ
ろ
し
ま
男
子
駅
伝
応

援
・
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
」、
留

学
生
や
高
齢
者
の
方
々
に
カ
レ
ン
ダ
ー

を
寄
付
す
る「
カ
レ
ン
ダ
ー
収
集
活

動
」な
ど
も
行
って
い
く
予
定
で
す
。

活
動
の
詳
細
は
こ
の「
ら
っ
し
く
」

誌
上
で
も
情
報
を
発
信
し
て
い
き
ま

す
の
で
、
お
楽
し
み
に
！

企
業
等
社
会
貢
献
活
動

研
究
会 

活
動
報
告

「らしっく『情報の森』」に載せてほしい！という、イベントや募集記事を募集しています。
次号は、「3月下旬発行予定」です。4月以降の情報をお待ちしています。
下記、広島市まちづくり市民交流プラザまでお送りください。

〒730-0036  広島市中区袋町6-36
TEL：082（545）3911（代表）
TEL：082（545）3913（施設予約受付専用）
FAX：082（545）3838

●開館時間
午前9時30分～午後10時
●休館日
毎月第3月曜日、12月29日～ 1月3日
●交通アクセス
市内電車：「袋町」電停から徒歩約3分
バス：「袋町」バス停（広島電鉄・広島バス）
から徒歩約3分
アストラムライン：「本通駅」から徒歩約6分

※駐車場はありませんので、公共交通機関をご利用
　ください。ただし、車いす使用者等にご利用いただく
　駐車場は3台分用意しています。

※自転車・バイクの方は、地下の公共駐輪場（有料）を
　ご利用ください。

●ホームページ
http://www.cf.city.hiroshima.jp/m-plaza/

●ひろしま情報a-ネット
http://www.a-net.shimin.city.hiroshima.jp/
※メールマガジンの登録もできます。

●E-mail
m-plaza@cf.city.hiroshima.jp

募集して
います！
募集して
います！
募集して
います！

広島市まちづくり市民交流プラザ

平成25年11月30日発行　発行者/&広島市未来都市創造財団 まちづくり市民交流プラザ  〒730-0036 広島市中区袋町6-36 ※再生紙・植物油インクを使用しています。

プラザ
通信
プラザ
通信
プラザ
通信
プラザ
通信
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